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帯状疱疹ワクチン定期接種開始！ 
 

令和 7年 4月 1日から帯状疱疹ワクチンの定期接種（法律によって実施される予防接種）が開始となりま

した。帯状疱疹は誰にでも起こりうる病気で、日本人成人の 90%以上が発症する可能性があり、特に 50歳代

から発症率が高くなります。帯状疱疹が治った後も継続する痛み（帯状疱疹後神経痛）は、生活の質を著しく

低下させる疾患です。近年の研究では、帯状疱疹ワクチン接種により、帯状疱疹の発症及び帯状疱疹後神経痛

のリスクが大幅に低減することが示されています。 

 

 定期接種の対象者：これまで帯状疱疹ワクチンを接種したことがなく、以下の年齢に該当する方 

 令和 7年度に 65歳､70歳､75歳､80歳､85歳､90歳､95歳､100歳､101歳以上になる方 

※令和 7 年度から令和 11 年度までは、当該年度に 65 歳､70 歳､75 歳､80 歳､85 歳､90 歳､100 歳になる方を対象者

とし、令和 7 年度に限り 101 歳以上になる方も対象者とします。 

※令和 12 年度以降は接種時に 65 歳の方が対象者となる予定です。 

 60～64歳の方で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障害を有し、その障害が身体障害者手帳

1級相当である方 

 帯状疱疹ワクチンの種類 

 
乾燥弱毒生水痘ワクチン 

「ビケン」 
シングリックス筋注用 

 

  

接種回数 1回 2回 

接種間隔 - 50歳以上：通常 2ヶ月間隔 

予防効果（有効性） 

数字が大きいほど 

効果が高いです 

60歳以上：51％ 

～年齢層別予防効果～ 
50-59歳：69.8％ 

60-69歳：64％ 

70-79歳：41％ 

80歳以上：18％ 

50 歳以上：97.2％ 

～年齢層別予防効果～ 
50-59歳：96.6％ 

60-69歳：97.4％ 

70-79歳：91.3％ 

80 歳以上：91.4％ 

予防効果持続期間 5年程度 11年程度 

神経痛を軽減する率 66.5％軽減 
・50歳以上：100％軽減 

・70歳以上：85.5％軽減 

※広島市における 

定期接種自己負担額 
4,900円/回 18,100円/回 

※自己負担額は自治体によって異なります。 

詳細はお住まいの自治体にお問い合わせください。 

広島市の帯状疱疹ワクチンサイト →→→ 

 

 
 
 
 
 

土谷総合病院 診療補助部 薬局 

帯状疱疹ワクチン接種で公費負担を受けられる機会は生涯に
一度だけです。接種機会を逃さないようにしましょう！ 

参考資料：一般社団法人日本ペインクリニック学会「帯状疱疹ワクチンの定期接種開始に向けての声明文」、 

医療法人社団 康裕会 浅草クリニック HP、広島市 HP 


